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※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

消防団事務所管 総務課 電話番号（直通） 0279-26-7942 FAX 0279-63-2768

消　防　団　の　組　織　概　要
都道府県名 群馬県

所在地
〒377-0792

市町村名 高山村 群馬県吾妻郡高山村大字中山2856-1

消防団名 高山村消防団 メールアドレス d-hayashi@vill.gunma-takayama.lg.jp

組
織

分団数 4 ホームページURL

うち機能別分団数

団
員
数

条例定数 123

男性団員数 123

0
SNSアカウント

方面隊数 0

本部
４名

第１分団
４１名

第１部 完成車
実員数 123

部数 10
班数 0

大規模災害団員数 0
その他の機能別団員数 0

第３部 小型ポンプ

女性団員数 0
第２部 小型ポンプ

基本団員数 123

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員 1
地方公務員 15
都道府県職員 3

農協職員 1

小型ポンプ

第３部

第２部 小型ポンプ
日本郵政グループ 0

その他 104

第２分団
３４名

第１部 完成車
市区町村等職員 12

特殊法人等公務員に準ずる職員 3

※２：火災出動に関し、出動１回あたりの手当の額を定めている場合はその額を記載している。
　　　 もっとも、手当の額は、出動区分（火災、風水害、警戒、訓練等）や支給単位（出動１回あたり、○時間あたりなど）が市町村等によって異なること
　　　 から、年額で○円や一定時間以上で○円等の定め方をしている場合は「☆」、火災出動に関する手当の額について定めがない場合は「-」 と記載。

手
当

火災出動 ‐ 円

（参考）交付税単価 7,000 円／回

小型ポンプ

報
酬

報酬額（階級：団員） 28,000 役場分団
１０名

完成車
（ＣＡＦＳ）（参考）交付税単価（階級：団員） 36,500

消
防
団
活
動
事
例
・
P
R
等

高山村消防団は、団員数一二三名、四個の分団から構成され、全九台の消防車を所
有しています。有事の際は、全分団が出動することとなっていますが、高山村は大きく
二つの地区に分かれており、主に中山地区を第１分団と第２分団、尻高地区を第３分
団が管轄としています。日中に火災等が起きた場合は、役場分団が迅速に対応できる
ようＣＡＦＳ装置付消防ポンプ自動車を配備しています。
大木牧男団長指揮の下、｢自分達の地域は自分達で守る｣という強い信念を持ち、村
民の安心安全を守れるよう日夜活動しています。
毎年十月に行われる秋季点検では、部隊訓練やポンプ操法、ラッパ吹奏等を行い、火
災が起きやすい季節へ対応できるよう準備をしています。また、年間を通して予防消防
にも力を入れ、全体訓練や、各分団で山火事パトロール、火防廻り、村内各地区の
方々と合同で消火栓の使用訓練などを行っています。
雇用形態の変化や少子高齢化の影響により、今後は団員の確保が困難な状況が見
込まれます。村や村議会の理解の下、団員報酬の増額や、団員各個人への報酬振
込、準中型自動車運転免許取得費補助制度の開始等を行い、消防団員として活動し
やすい環境づくりを行っています。
また、近年温暖化の影響等により大規模な災害が増えてきています。そのような状況
においても村民の生命、身体、財産、安心安全を守れるよう活動していきたいと思いま
す。

第３部

第３分団
３４名

第１部 完成車

第２部

令和２年４月１日現在

【組織概要図】
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